
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：第二京阪道路宮前地区鋼上部工事
�２ 発 注 者：近畿地方整備局浪速国道事務所
�３ 工事場所：大阪府門真市北巣本～上馬伏地先
�４ 工 期：平成１９年１２月１１日～

平成２１年１２月２５日
本工事は、平成２２年３月２０日に開通を控えた京
都と大阪を結ぶ延長２８．３kmの第二京阪道路の自
動車専用道路（橋長：７８９．２m）、一般道路（橋長：
４２９．９m）の鋼重約１４，０００t の橋梁上部工の製作・
架設工事である。現場工程は、平成２１年１月より
開始し、約１年で架設工～床版・壁高欄工までを

行った。架橋現場は、図－１に示すように、国道
１６３号や府道を横過しており、周辺は民家が密集
した住宅街である。早期開通を目指す、第二京阪
道路の工事であるため、重複・近接する他工事（函
渠工事、高圧電線移設工事、遮音壁・裏面吸音板
工事、舗装工事等）と同時進行で現場作業を行う
必要があり、関連工区との綿密な工程調整が必要
であった。

２．現場における課題・問題点

現場工程が約１年という短期間であるため，工
程短縮・効率的な施工を行うことが最大の課題で
あった。特に、国道１６３号の交通機能を確保（昼
間：４車線、夜間：２車線）するために、迂回路
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図―１ 全体一般図（完成時）
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を施工し、上下に重複する専用部と一般部の夜間
架設を行う必要があった、国道１６３号横過部の工
程短縮が課題であった。また、現場工程の後半に
は、床版・壁高欄コンクリートの打設（約５，８００
㎥）を行う必要があり、効率的なコンクリート打
設の工程が課題であった。

３．工夫・改善点と適用結果

発注時の国道１６３号の迂回路の形態は、専用部
施工時と一般部施工時でおのおの別の形態であっ
たため、迂回路の切り替え工事が必要であった。
そこで、専用部と一般部の迂回路の形態を同じに
し、切り替え工事なく現場作業ができるよう迂回
路形態を変更した。図－２に迂回路施工前後の写
真を示す。迂回路形態の変更にあわせ、ベントの
配置に配慮した。
図－３に示すように、国道１６３号横過部におい
ては、専用部の剛結部直近ベントを３基省略し、
セッティングビームで鋼桁を支持して架設を行っ
た。これにより、ベントの組立解体に伴う夜間施

工日数を短縮した。迂回路形態の変更とベントを
３基省略したことにより、国道１６３号の夜間規制
日数を約４０日短縮することができた。
図－４に示すように、専用部 P２－P７の上り
線と下り線の床版コンクリートを交互に打設した。
打設済みのコンクリートの強度発現に必要な養生
期間を効率よく確保するような打設検討を行い、
実施した。これにより、約９，０００㎡の合成床版の
コンクリート打設を約１ヶ月で実施した。また、
国道１６３号横過部については、交通機能を阻害せ
ずにコンクリート打設を行うために、約７０mの
水平配管を行い実施した。

４．おわりに

本工事は制約条件が多い中で、工程短縮の工夫、
効率的な施工に取り組んだことにより、無事工期
内竣工を迎えることができた。最後に本工事を進
めるにあたり、ご協力をいただいた関係者、地元
関係者の方々に感謝の意を表します。

図―２ 迂回路の形態

図―３ 専用部P１０－P１１ベント配置

図―４ 床版の交互打設の様子
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